
第２次千葉市食育推進計画数値目標　進捗管理表

現状値 目標値 調査時期 数値 調査時期

1 食育に関心のある市民の割合の増加 健康支援課 77.2% 90%以上 平成24年度 64.7% 平成28年11月 市民の食習慣等に関するアンケート調査(健康支援課)

保育所（３歳以上児） 幼保運営課 15.0% 平成26年度 5.75% 平成28年6月 朝食及び共食状況調査（幼保運営課）

幼稚園（３～５歳児） 幼保支援課 13.3% 平成23年度 - 平成29年9月頃 食育に関する実態調査（健康支援課）　

小学５年生 24.3% 20%以下 - 平成29年6月頃

中学２年生 49.0% 45%以下 - 平成29年6月頃

保育所（３歳以上児） 幼保運営課 1.4% 平成25年度 0.55% 平成28年6月 朝食及び共食状況調査（幼保運営課）

幼稚園（３～５歳児） 幼保支援課 0.8% 平成23年度 - 平成29年9月頃 食育に関する実態調査（健康支援課）　

小学５年生 3.3% 2%以下 - 平成29年6月頃

中学２年生 12.1% 10%以下 - 平成29年6月頃

1.3% 1.4% 平成28年6月

1.0% 1.6% 平成28年6月

幼保支援課 0.4% 平成23年度 - 平成29年9月頃 食育に関する実態調査（健康支援課）

3.6% 2.1% 平成28年度

3.9% 2.3% 平成28年度

6.4% 5%以下 3.4% 平成28年度

10.1% 9.1%

4.9% 3.5%

17.4% 14.3%

34.1% 20.0%

14.6% 9.4%

14.4% 11.1%

5.0% 4.3% 平成28年度

3.4% 3.2% 平成28年度

28.0% 23%以下 27.3%

15.8% 14%以下 18.2%

5 やせている人の割合の減少 健康支援課 24.4% 20%以下 平成23年度 18.8%

6
メタボリックシンドロームの予防や改善のための適切な食
事、運動等を継続的に実践している市民の割合の増加

健康支援課 39.4% 50%以上 平成24年度 38.5%

7
主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が１日２回以上の日
がほぼ毎日の人の割合の増加

健康支援課 54.6% 70%以上 平成24年度 57.7%

8 野菜摂取量の増加（１日あたり） 健康支援課 269g 350g以上 平成23年度 275ｇ

9 咀しゃく良好者の割合の増加 健康支援課 71.5% 75%以上 平成24年度 77.5%

10 千葉市食生活改善推進員の増加 健康支援課 288人 330人 平成25年度 290人 平成29年4月 (健康支援課)

35.4% 36%以上 33.5% 平成28年度

32.7% 35%以上 38.5% 平成28年度

12 販売店での市内産農畜産物コーナーの設置数の増加 農政課 58か所 65か所 平成24年度 80か所 平成28年度 （農政課）

13 地産地消キャンペーン回数の増加 農政課 年10回 年12回 平成24年度 年10回 平成28年度 （農政課）
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